
 

令
和
六
年
を
振
り
返
っ
て 

 
 

記
憶
を
記
録
に…

 

一
月
元
日 

能
登
半
島
地
震
。
十
六
日 

鳳

来
寺
小
「
田
お
起
こ
し
＆
田
ん
ぼ
飛
び
」
。 

二
十
一
日 

宮
崎
参
議
院
議
員
訪
問
「
施

設
再
整
備
の
要
望
」
。
二
十
八
日 

「
直
払

い
生
産
活
動
」
草
刈
り
。
二
月
八
日
「
つ

な
ぐ
棚
田
遺
産
感
謝
状
贈
呈
式 

（
株
）
横

浜
ゴ
ム
新
城
工
場
に
贈
呈
」
市
役
所
に
て
。 

二
十
二
日 

直
払
い
主
催
「
稲
作
勉
強
会
」

講
師 

JA

愛
知
東
農
協
。
二
十
五
日
「
ヤ

マ
ア
カ
ガ
エ
ル
産
卵
」
横
浜
ゴ
ム
管
理
の

ビ
オ
ト
ー
プ
で
移
殖
三
年
目
の
成
果
。
二

十
六
日 

施
設
再
整
備
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
。

三
月
十
四
日
「
四
谷
の
千
枚
田
地
域
振
興

協
議
会
」
市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
う
ら
い
。
二

十
五
日 

丸
八
製
菓
よ
り
「
豊
橋
ま
つ
り

売
上
金
寄
付
」
保
存
会
・
コ
メ
出
荷
報
奨

金
と
し
て
配
布
。
四
月
三
日 

横
浜
ゴ
ム

新
城
工
場
「
新
人
幹
部
研
修
」
受
け
入
れ
。 

二
十
三
日
「
仏
法
僧
初
鳴
き
」
。
五
月
五

日 

長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り
「
タ
ニ
シ
」

奉
納
。
九
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校

の
田
植
え
。
十
二
日 

ヤ
マ
サ
ち
く
わ
の

田
植
え(

社
員
研
修
を
兼
ね
て)

。
十
四
日

農
水
省 

篠
崎
課
長
補
佐
来
訪 

千
枚
田

の
概
要
及
び
施
設
再
整
備
の
依
頼
な
ど
。 

同
日 

鳳
来
寺
小
学
校 

代
掻
き 

十
六
日

「
豊
か
な
む
ら
づ
く
り
」(

農
水
省
リ
モ
ー

ト
発
表)

於:
 

市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
う
ら
い
。 

       

十
八
日 

二
ホ
ン
ジ
カ
が
早
苗
を
食
い
荒

ら
す
被
害
発
生
。
二
十
三
日 

「
豊
か
な
む

ら
づ
く
り
」
現
地
審
査
会
。
六
月
一
日 

「
お
田
植
え
感
謝
の
夕
べ
」
約
四
百
人
で

賑
わ
う
。
十
四
日 

鳳
来
寺
小
の
代
掻
き
。 

 
 

六
日 

豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校
の
田
の

草
取
り(

例
年
は
梅
取
り
を
行
っ
た
が
不

作
の
た
め
中
止
、
身
平
橋
集
会
所
で
獣
害

の
現
状P

PT

で
学
習)

。十
六
日 

主
催 

市

立
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
「
四
谷
の

千
枚
田
の
生
き
も
の
観
察
会
」(

四
十
名

参
加)

。
同
日 

進
藤
金
日
子
参
議
院
議
員

訪
問
「
施
設
再
整
備
の
要
望
」
。
十
七
日 

鳳
来
寺
小
の
田
植
え
。
二
十
日 

モ
リ
ア

オ
ガ
エ
ル
の
産
卵
。
七
月
六
日 

直
払
い

生
産
活
動
。
十
一
日 
ア
フ
リ
カ
地
域
農

学
研
究
生
の
受
け
入
れ(
八
名)JICA

。 

十
二
日 

中
部
環
境
五
市
サ
ミ
ッ
トin

多

治
見
に
参
加
。
十
三
日 

千
枚
田
に
リ
ア

ル
案
山
子
設
置(

八
雲
だ
ん
ご
・
チ
ー
ム

T
A
K
O
)

。
二
十
五
日 

自
民
党
政
務
調
査
会

依
頼
の
第
六
期
に
向
け
た
「
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト(

耕

作
者
の
立
場
と
し
て)

提
出
。
八
月
一
日 

第
七
回
四
谷
の
千
枚
田
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル(

小
・
中
学
生
対
象 

作
品
募
集
は
九
月

三
十
日
ま
で)

。
三
日 

こ
の
頃 

ま
っ
た

く
雨
が
降
ら
な
い
、
猛
暑
続
く
。
五
日 

午

後
雷
雨 

水
不
足
解
消
。
七
日 

千
枚
田
の

各
所
に
サ
ル
の
大
群
侵
入 

被
害
続
く
。 

二
十
三
日 

サ
ル
対
策
と
し
て
「
爆
音
機
」

購
入 

十
王
堂
・
細
尾
前
に
設
置
。
三
十
一

日 

台
風
十
号
の
影
響
で
大
雨 

千
枚
田

ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
の
滝
模
様
。
九
月
四
日 

「
み

ん
な
で
地
域
農
業
の
将
来
を
考
え
よ
う
」

市
職
員
・
四
谷
区
長
・
地
域
担
当
農
業
委

員
・
直
接
支
払
制
度
四
谷
集
落
構
成
員
を

交
え
て
意
見
交
換
。
十
三
日 

横
浜
ゴ
ム

主
催 

生
物
多
様
性
活
動
の
一
環
と
し
た

外
来
植
物
「
ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
ソ
ウ
の

駆
除
作
戦
」
市
職
員
、
奥
三
河
環
境
ネ
ッ

ト
、
東
海
農
政
局
等
参
加
。
十
五
日 

ヤ
マ

サ
ち
く
わ
稲
刈
り(

社
内
研
修)

。
十
九
日 

鳳
来
寺
小
の
稲
刈
り
。
二
十
一
日 

愛
知

東
農
協
「
子
ど
も
農
学
校
の
稲
刈
り
」
。 

二
十
八
日 

新
城
市
功
労
者
表
彰(

団
体) 

感
謝
状
拝
受
。
十
月
六
日 

台
風
十
号
に

よ
り
仮
設
ト
イ
レ
の
水
源
が
様
変
わ
り
、

導
水
不
可
の
た
め
四
阿
付
近
の
沢
か
ら

導
水
。
十
日 

豊
橋
調
理
製
菓
専
門
学
校

の
脱
穀
。
十
四
日 

八
雲
だ
ん
ご
に
コ
メ

出
荷
。
十
五
日 

総
合
的
な
学
習
「
見
つ
け

よ
う
！
新
城
の
ス
テ
キ
」
千
郷
小
学
校
三

年
生 

四
十
名
。
十
七
日
・
十
八
日
、
全
国

棚
田(

千
枚
田)

サ
ミ
ッ
トin

上
田
市 

保

存
会
六
名
参
加
。
二
十
日 

秋
の
環
境
整

備
活
動(

奥
三
河
ト
レ
ラ
ン
を
視
野
に)

。 

二
十
一
日 

テ
レ
ビ
朝
日
「
人
生
の
楽
園
」

ナ
レ
ー
タ
ー
の
西
田
敏
行
死
去
の
た
め
、

翌
月
九
日
に
放
送
延
期
。
二
十
三
日 

横

浜
ゴ
ム
新
城
工
場 

地
域
貢
献
の
一
環
と

し
て
ト
レ
ラ
ン
に
向
け
た
沿
道
整
備
活

動(

九
名)
。
二
十
四
日 

「
四
谷
の
千
枚
田

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
審
査
。
二
十
七
日 

奥

三
河
ト
レ
ラ
ン(
参
加
選
手
約
三
百
人)

エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営 

四
十
名
出

役
。
二
十
九
日
「
あ
い
ち
の
ト
ビ
ラ
」
更

新(

写
真
提
供)

愛
知
県
庁
広
報
広
聴
課
。 

十
一
月
三
日 

直
払
い
生
産
活
動
。
同
日

大
阪
万
博
展
示
提
供
の
打
診 

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
簡
易
版
展
示
予
定
。
十
一
日
、
愛
知

県
ふ
る
さ
と
・
水
と
土
指
導
員
全
体
会
議

(

登
録
指
導
員
二
十
三
名)

於:

稲
武
ど
ん

ぐ
り
工
房
。
十
四
日
「
豊
か
な
む
ら
づ
く

り
」
東
海
農
政
局
長
賞
授
賞
式(

愛
知
県

新
城
設
楽
農
水
事
務
所)

。
二
十
三
日
・
二

十
四
日 

「
四
谷
の
千
枚
田
盛
り
上
げ
隊
」

丸
八
製
菓
社
外
店
舗
で
開
催 

賑
わ
う
。 

十
二
月
八
日 

「
収
穫
感
謝
祭
」 

遠
く
の

山
が
吹
雪
く
寒
空
の
中
、
参
加
者
の
心
は

熱
く
、
師
走
の
一
日
を
満
喫
し
た
。
十
四

日
鞍
掛
山
わ
ず
か
に
雪
化
粧
。
十
七
日 

鳳
来
寺
小
四
年
生
・
五
年
生 

田
起
し
＆

田
ん
ぼ
飛
び
。 

 
 
 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

第 256 号  



 

四
谷
の
千
枚
田
で
「
た
ん
ぼ
と
び
」 

 
鳳
来
寺
小
の
児
童
ら 

山
村
な
ら
で
は
の
「
遊
び
」
楽
し
む 

 

新
城
市
の
四
谷
の
千
枚
田
の
石
積
み

棚
田
で
十
二
月
十
七
日
、
市
立
鳳
来
寺
小

学
校
の
四
、
五
年
生
十
五
人
が
米
作
り
の

準
備
に
合
わ
せ
て
「
田
ん
ぼ
と
び
」
を
行

っ
た
。
山
村
な
ら
で
は
の
遊
び
で
参
加
し

た
子
供
た
ち
は
口
々
に
楽
し
い
と
喜
ん

で
い
た
。 

米
作
り
の
準
備
に
合
わ
せ
て
開
催 

田
ん
ぼ
と
び
と
は
、
棚
田
の
中
段
の
高
い

と
こ
ろ
か
ら
一
気
に
下
段
ま
で
か
け
降

り
る
遊
び
。
こ
ど
も
た
ち
は
、
下
り
方
を

考
え
な
が
ら
棚
田
を
登
り
、
ス
タ
ー
ト
地

点
に
到
着
。
合
図
で
一
斉
に
駆
け
降
り
た
。

石
垣
を
次
々
に
飛
ぶ
子
、
慎
重
に
降
り
る

子
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
全
員
無
事
に
ゴ

ー
ル
イ
ン
。 

 

米
作
り
を
指
導
し
て
い
る
小
山
舜
二

さ
ん(

八
十
四)

は
こ
の
遊
び
を
始
め
る
前

「
ワ
イ
ル
ド
な
取
り
組
み
で
思
い
出
作

り
の
一
つ
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
怪
我
の
な

い
よ
う
に
」
と
注
意
を
呼
び
か
け
た
。 
ゴ

ー
ル
の
後
、
小
山
さ
ん
を
交
え
、
全
員
が

石
垣
を
跳
ん
だ
。
普
段
は
静
か
な
棚
田
に

子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
い
た
。
こ
の
後
、

子
ど
も
た
ち
は
、
今
年
収
穫
し
た
米
で
お

に
ぎ
り
を
作
り
、
小
山
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
。 

参
加
し
た
一
人
、
四
年
生
の
伊
藤
史
音

さ
ん
は
「
何
度
も
足
を
ひ
ね
っ
て
痛
た
か

っ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
を
み

せ
た
。
同
じ
四
年
の
中
尾
美
乃
里
さ
ん
は

「
田
ん
ぼ
と
び
の
競
争
で
は
負
け
た
け

ど
楽
し
か
っ
た
。
来
年
も
で
き
る
の
で
楽

し
み
」
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
た
。 

 

鳳
来
寺
小
は
統
合
前
の
旧
連
谷
小
の

こ
ろ
か
ら
、
小
山
さ
ん
の
指
導
で
約
百
平

方
㍍
の
田
ん
ぼ
で
米
作
り
を
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
は
来
年
の
米
作
り
に
備
え
、
田

起
こ
し
が
欠
か
せ
な
い
。
四
、
五
年
生
が

田
起
こ
し
を
し
た
後
、
田
ん
ぼ
と
び
を
楽

し
ん
だ
。
田
ん
ぼ
と
び
は
小
山
さ
ん
の
提

案
で
、
子
ど
も
の
頃
の
遊
び
を
、
今
の
子

た
ち
に
も
や
ら
せ
た
い
と
、
２
０
０
６
年

か
ら
続
い
て
い
る
。 

 
 
=

東
日
新
聞 

(

１
２
月
１
８
日)

掲
載=

 
 

朝
の
散
策 

 

野
生
の
天
国=

ニ
ホ
ン
ジ
カ
編 

十
二
月
二
十
四
日
、
朝
の
散
策
時
、
千

枚
田
の
古
宿
の
踊
り
場
で
三
十
頭
余
の

ニ
ホ
ン
ジ
カ(

以
下
シ
カ)

の
群
遊
を
目

撃
。
筆
者
に
驚
い
た
シ
カ
群
は
一
気
に
堂

久
保
を
駆
け
降
り
た
。
そ
の
群
れ
は
大
林

の
「
む
く
ろ
ぎ
」
で
再
び
出
く
わ
し
た
が
、

群
れ
は
高
畑
林
道
へ
逃
亡
？  

昨
年
は
千
枚
田
の
多
く
の
田
ん
ぼ
で

シ
カ
の
侵
入
、
被
害
に
悩
ま
さ
れ
、
シ
カ
、

サ
ル
対
策
に
爆
音
機
ま
で
設
置
、
対
策
を

講
じ
た
。  

シ
カ
は
平
成
十
七
年
に
与
良
木
峠
で

目
視
、
以
来
、
南
下
、
拡
大
の
一
途
を
辿

っ
た
。
来
遊
し
た
当
時
は
イ
ノ
シ
シ
ほ
ど

の
被
害
も
な
く
「
○
○
の
田
ん
ぼ
に
入
っ

た
ゲ
ナ…
」
程
度
で
あ
っ
た
が
、
集
落
の

住
民
が
優
し
く
？
畑
に
野
菜
や
梅
、
栗
、

花
木
を
植
え
て
い
る
。
シ
カ
た
ち
に
は
豊

富
な
餌
を
作
っ
て
頂
い
て
い
る
と
勘
違

い
、
有
難
く
頂
戴
し
て
い
た
も
の
の
、
個

体
数
が
拡
大
、
一
昨
年
頃
か
ら
は
餌
不
足

か
ら
彼
岸
花
の
葉
や
道
路
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
に
生
え
る
コ
ケ
ま
で
食
べ
、
空
腹
を

凌
ぎ
、
そ
れ
で
も
我
慢
な
ら
ず
、
田
ん
ぼ

の
稲
穂
を
食
味
し
た
と
こ
ろ
、
美
味
く
、

欲
が
絡
み
、
稲
架
干
し
の
稲
ま
で
失
敬
、

こ
れ
が
バ
カ
旨
い
の
が
解
っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
で
あ
る
。(

食
性
の
進
化)  

今
日
は
七
日
正
月
、
今
の
と
こ
ろ
シ
カ

の
目
視
は
な
い
、
も
う
、
四
谷
の
洞
に
は

ネ
ギ
も
ニ
ン
ニ
ク
も
何
も
食
べ
る
も
の

は
な
い
、
安
住
の
地
を
探
し
求
め
、
平
和

な
暮
ら
し
を
し
て
ほ
し
い…

と
願
う
。 

そ
う
そ
う
、
山
を
越
え
た
入
洞
集
落
は

害
獣
対
策
で
栗
や
野
菜
は
作
っ
て
お
ら

ん
で
、
行
っ
て
も
無
駄
だ
で
ノ
ン…

 

知
っ
徳 

〇
生
態
や
特
徴 

雄
は
ツ
ノ
が

あ
る
。
夏
毛
の
白
い
斑
点
や
大
き
な
尻
班

が
特
徴
。
繁
殖
期
を
除
き
、
雄
と
雌
は
分

か
れ
て
お
り
、
交
尾
期
の
秋
に
は
雄
は
特

有
な
鳴
き
声
を
発
す
る
。
雌
は
一
年
半
で

成
熟
、
約
二
百
二
十
日(

五
月
か
ら
七
月)

で
一
頭
を
出
産
。
食
性
は
有
毒
な
シ
キ
ミ

や
ア
セ
ビ
以
外
は
食
べ
る
。 

牛
や
ヤ
ギ

と
同
様
に
反
芻
動
物(

四
つ
の
胃=

第
一

胃
「
ミ
ノ)

第
二
胃
「
ハ
チ
ノ
ス
」
第
三
胃

「
セ
ン
マ
イ
」
第
四
胃
「
ギ
ア
ラ
」
で
二

～
四
時
間
ご
と
に
食
べ
た
り
休
ん
だ
り

を
反
芻
す
る
。 

〇
令
和
五
年
度
鳥
獣
種
別
の
被
害
金
額

に
つ
い
て
は
、
イ
ノ
シ
シ
（
被
害
額
三
十

六
億
円
）
、
シ
カ
（
七
十
億
円
）
、
ク
マ

（
七
億
円
）
と
な
っ
て
い
る
。(

農
水
省) 

     

行 
 

令
和
七
年
一
月
十
五
日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
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小 

山 

舜 

二 


